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（単位：千円）

各
会
計
別
決
算
額

※１ 実質収支は、歳入から歳出と翌年度繰越財源を引いたものです。
※２ 単年度収支は、実質収支から前年度実質収支を引いたものです。
※３ 純利益は、収益的収入から収益的支出を引いたものです。また、純利益、前年度純利益の

マイナス（▲）は純損失です。

質
問

平
成
３０
年
度
は
大
阪

北
部
地
震
な
ど
複
数
の
災
害

が
発
生
し
、
本
市
で
も
緊
急

的
な
対
応
が
必
要
と
な
っ
た

が
、
同
年
の
決
算
に
対
す
る

認
識
を
聞
く
。

な
お
、
職
員
給
与
の
削
減

等
に
頼
る
こ
と
な
く
、
不
測

の
事
態
に
も
柔
軟
に
対
応
で

き
る
財
政
運
営
を
要
望
す
る
。

答
弁

災
害
復
旧
事
業
債
や

＊
１財
政
調
整
基
金
の
活
用
、
職

員
給
与
の
削
減
等
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
単
年
度
収
支
は

赤
字
と
な
っ
た
も
の
の
、
実

質
収
支
は
約
１６
億
円
の
黒
字

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
基

金
残
高
も
一
定
維
持
す
る
こ

と
が
で
き
、
財
政
へ
の
影
響

を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
た
と

認
識
し
て
い
る
。

若
年
層
へ
積
極
的
に

本
市
の
魅
力
発
信
を

質
問

本
市
Ｐ
Ｒ
大
使
の
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
イ
ベ
ン
ト

に
招
い
た
経
費
が
支
出
さ
れ

て
い
る
が
、若
年
層
へ
の
ア
ピ

ー
ル
が
弱
い
と
感
じ
る
。若
年

層
が
本
市
の
よ
さ
を
理
解
す

れ
ば
、定
住
促
進
や
人
口
誘
導

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
た
め
、

若
年
層
に
対
す
る
本
市
の
魅

力
発
信
策
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁

公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
に
写
真
や
動
画
を
投
稿
し
、

２０
代
を
中
心
と
し
た
若
年
層

に
本
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
。ま
た
、本
市
テ
ー
マ
ソ

ン
グ
の
制
作
を
進
め
て
お
り
、

多
く
の
世
代
に
歌
い
継
が
れ

る
よ
う
、
小
学
校
か
ら
大
学

ま
で
の
若
年
層
を
中
心
に
働

き
か
け
、
本
市
の
魅
力
を
市

内
外
へ
発
信
し
て
い
き
た
い
。

市
民
団
体
等
と
協
力
し

除
草
等
の
公
園
管
理
を

質
問

委
託
料
を
支
出
し
て

計
５
０
９
公
園
を
管
理
し
て

い
る
と
い
う
が
、
除
草
の
基

準
や
頻
度
に
つ
い
て
聞
く
。

な
お
、
管
理
す
る
公
園
が

多
数
あ
り
、
行
政
だ
け
で
管

理
す
る
の
は
難
し
い
た
め
、

市
民
団
体
等
と
協
力
し
て
除

草
等
の
公
園
管
理
を
行
う
よ

う
な
取
り
組
み
が
必
要
と
意

見
し
て
お
く
。

答
弁

地
域
の
防
犯
性
や
環

境
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、

市
民
に
利
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
各
公
園
の
除
草
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
委
託
に

よ
る
除
草
の
回
数
は
、
春
、

夏
、
秋
の
年
３
回
で
あ
る
。

＊
１

質
問

平
成
３０
年
度
末
の
財

政
調
整
基
金
残
高
は
１
０
０

億
円
を
超
え
る
。
長
期
財
政

の
見
通
し
で
は
７０
億
円
程
度

を
目
安
と
す
る
方
針
の
た
め
、

今
後
、
よ
り
積
極
的
に
特
定

目
的
基
金
へ
の
積
み
か
え
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

平
成
３０
年
度
は
災
害

関
連
経
費
の
負
担
を
考
慮
し
、

積
み
か
え
を
見
送
っ
た
が
、

新
た
な
行
政
需
要
へ
の
対
応

と
し
て
引
き
続
き
積
み
か
え

に
取
り
組
む
考
え
で
あ
る
。

そ
の
具
体
化
に
当
た
っ
て

は
毎
年
度
の
収
支
見
込
み
や
、

事
業
実
施
に
伴
う
財
政
負
担

の
見
通
し
等
を
考
慮
し
つ
つ
、

財
政
運
営
上
支
障
を
来
さ
な

い
よ
う
適
宜
対
応
す
る
。

市
内
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物

期
限
内
に
処
理
完
了
を

＊
３

質
問

高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄

物
の
処
理
期
限
が
令
和
３
年

３
月
末
に
迫
る
中
、
平
成
３０

年
度
は
、
市
内
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃

棄
物
の
適
正
処
理
指
導
経
費

が
前
年
度
実
績
を
下
回
っ
て

い
る
が
、
処
理
完
了
の
め
ど

は
つ
い
た
の
か
。

答
弁

平
成
３０
年
度
は
、
Ｐ

Ｃ
Ｂ
が
使
用
さ
れ
た
照
明
器

具
等
に
関
す
る
調
査
票
の
回

収
を
進
め
、
必
要
に
応
じ
て

現
地
確
認
等
を
行
っ
た
。
現

時
点
で
回
答
が
な
い
調
査
票

に
つ
い
て
は
、
期
限
内
の
処

理
完
了
に
向
け
、
国
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
即
し
た
再
調
査
を

着
実
に
進
め
る
。

がん検診

受
診
率
向
上
へ

対
策
の
推
進
を

質
問

平
成
３０
年
度
の
状
況

を
見
て
も
、
本
市
の
が
ん
検

診
受
診
率
は
ま
だ
低
い
と
考

え
る
。
国
の
が
ん
対
策
推
進

基
本
計
画
で
は
、
よ
り
効
果

的
な
受
診
勧
奨
等
の
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
市

の
取
り
組
み
を
聞
く
。

な
お
、
が
ん
罹
患
経
験
者

の
一
人
と
し
て
、
今
後
も
さ

ら
に
創
意
工
夫
し
、
受
診
率

向
上
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

対
象
者
へ
の
無
料
ク

ー
ポ
ン
券
の
送
付
や
、マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
手
法
に
基
づ
き

必
要
な
情
報
を
整
理
し
た
受

診
勧
奨
は
が
き
の
送
付
等
を

継
続
し
て
実
施
し
た
。ま
た
、

女
性
特
有
の
が
ん
に
つ
い
て

は
、
受
診
し
や
す
い
よ
う
女

性
医
師
等
が
従
事
す
る
医
療

機
関
の
一
覧
を
作
成
し
た
。

大阪北部地震で被害を受けた
市庁舎（土木部中部別館）

対象者に送付されたがん検診
無料クーポン券

質
問

平
成
３０
年
度
に
海
洋

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
を
テ
ー

マ
に
講
演
会
を
行
っ
て
い
る

が
、
そ
の
解
決
に
は
河
川
へ

の
ポ
イ
捨
て
防
止
の
取
り
組

み
が
重
要
で
は
な
い
か
。

な
お
、
こ
う
し
た
取
り
組

＊
２

み
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
関
連
づ
け

て
推
進
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
、
清
掃

事
業
協
同
組
合
等
と
連
携
し
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
を
行

う
市
も
あ
る
た
め
、
本
市
も

参
考
に
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

毎
年
度
、
船
橋
川
、

穂
谷
川
、
天
野
川
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
清
掃
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
平
成
３０
年
度

は
、
天
野
川
の
清
掃
活
動
と

あ
わ
せ
て
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
に
関
す
る
啓
発
パ

ネ
ル
の
展
示
も
実
施
し
た
。

高
齢
者
の
就
労
支
援
等

相
談
窓
口
の
一
元
化
を

質
問

本
市
が
補
助
金
を
支

出
し
て
い
る
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
数
が
減

少
し
、
就
業
率
が
低
下
し
て

い
る
が
、そ
の
要
因
を
聞
く
。

な
お
、
高
齢
者
が
就
労
、

健
康
等
に
つ
い
て
一
元
的
に

相
談
で
き
る
総
合
窓
口
を
設

置
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

定
年
延
長
や
継
続
雇

用
の
浸
透
で
、
会
員
数
は
全

国
的
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。

加
え
て
、
就
職
に
よ
る
退
会

者
が
い
る
こ
と
も
減
少
要
因

と
考
え
る
。
ま
た
、
会
員
の

高
齢
化
が
進
む
中
、
よ
り
若

い
会
員
の
就
業
を
希
望
す
る

企
業
と
の
間
で
ミ
ス
マ
ッ
チ

が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
、
就

業
率
低
下
の
要
因
と
考
え
る
。

市
の
広
報
紙
を

多
言
語
対
応
に

質
問

平
成
３０
年
度
に
お
け

る
市
広
報
紙
の
配
布
実
績
は

約
１８
万
６
０
０
０
部
と
い
う

が
、
配
布
漏
れ
が
あ
っ
た
場

合
の
対
応
を
聞
く
。

な
お
、
市
内
在
住
の
外
国

人
が
情
報
を
得
や
す
く
す
る

た
め
、
広
報
紙
を
多
言
語
対

応
と
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

広
報
紙
が
届
か
な
い

と
市
民
か
ら
連
絡
を
受
け
た

場
合
は
、
速
や
か
に
委
託
業

者
へ
連
絡
し
、
当
日
ま
た
は

翌
日
に
配
布
し
て
い
る
。
ま

た
、
委
託
業
者
の
電
話
番
号

を
広
報
紙
に
掲
載
し
、
市
民

が
委
託
業
者
へ
直
接
連
絡
す

る
こ
と
も
可
能
と
し
て
い
る
。

質
問

平
成
３０
年
度
末
の
学

校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
率
は
約

４０
％
と
い
う
が
、
契
約
不
調

の
た
め
、
改
修
工
事
が
順
調

に
進
ん
で
い
な
い
。
年
度
当

初
に
契
約
不
調
に
な
る
と
夏

休
み
中
に
工
事
が
終
了
し
な

い
な
ど
、
学
校
生
活
に
影
響

が
生
じ
る
と
考
え
る
が
、
対

策
の
検
討
状
況
を
聞
く
。

答
弁

ト
イ
レ
改
修
で
は
比

較
的
実
施
す
べ
き
工
事
の
種

類
が
多
く
、
他
の
工
事
に
比

べ
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
に

時
間
を
要
す
る
こ
と
が
不
調

の
要
因
と
考
え
る
。
現
在
、

円
滑
で
効
率
的
な
工
事
が
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
た

高
齢
者
支
援
の
充
実
を

質
問

平
成
３０
年
度
は
老
人

福
祉
費
が
大
幅
に
減
少
し
て

い
る
。
こ
れ
は
府
の
医
療
費

助
成
制
度
の
変
更
で
、
老
人

福
祉
費
か
ら
社
会
福
祉
費
に

区
分
を
変
更
し
た
こ
と
が
主

な
理
由
と
い
う
が
、
今
後
の

本
市
の
高
齢
者
福
祉
に
対
す

る
取
り
組
み
を
聞
く
。

な
お
、
新
た
な
外
出
支
援

策
の
実
施
な
ど
、
高
齢
者
の

ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
た
支
援

の
充
実
を
要
望
す
る
。

答
弁

老
人
福
祉
費
の
減
少

は
、
あ
く
ま
で
も
集
計
区
分

の
変
更
に
よ
る
も
の
が
大
部

分
で
、
高
齢
者
福
祉
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
く
。

市
立
病
院
の
駐
車
料
金

障
害
者
は
全
て
無
料
に

質
問

市
立
ひ
ら
か
た
病
院

の
駐
車
場
有
料
化
で
行
革
効

果
を
上
げ
て
い
る
と
い
う
が
、

以
前
に
作
成
さ
れ
た
駐
車
場

の
有
料
化
に
関
す
る
考
え
方

で
は
、
障
害
者
手
帳
所
持
者

の
利
用
料
金
を
免
除
す
る
考

え
が
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見
舞
い

に
行
く
際
、
通
常
料
金
を
請

求
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。

な
お
、
障
害
者
へ
の
合
理

的
配
慮
の
一
環
と
し
て
、
早

期
の
改
善
を
要
望
す
る
。

答
弁

駐
車
料
金
や
無
料
対

応
の
取
り
扱
い
は
、
駐
車
場

の
運
営
事
業
者
と
の
協
議
で

決
定
し
た
も
の
で
、
見
舞
い

客
等
を
一
般
利
用
者
と
し
て

大
別
し
、
受
診
者
等
を
病
院

利
用
者
と
位
置
づ
け
て
障
害

者
手
帳
所
持
者
の
駐
車
料
金

を
無
料
と
し
て
い
る
。

「天の川クリーン＆ウォーク」での海洋プ
ラスチックごみに関する啓発パネル展示改修が行われた学校トイレ（氷室小学校）

質
問

平
成
３０
年
度
は
、
保

健
所
で
保
護
し
た
動
物
の
殺

処
分
を
行
っ
て
い
な
い
と
い

う
が
、
本
市
が
殺
処
分
ゼ
ロ

で
推
移
し
た
期
間
を
聞
く
。

ま
た
、
犬
猫
の
虐
待
に
関

す
る
相
談
は
、
平
成
３０
年
度

に
何
件
あ
っ
た
の
か
。

な
お
、
引
き
続
き
殺
処
分

ゼ
ロ
の
維
持
を
目
指
し
、
積

極
的
に
動
物
愛
護
の
啓
発
に

取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

本
市
で
は
、
平
成
２８

年
度
か
ら
の
３
年
間
、
殺
処

分
を
行
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
犬
猫
の
虐
待
に
関

す
る
相
談
は
２３
件
あ
っ
た
。

そ
の
大
半
が
ネ
グ
レ
ク
ト
に

関
す
る
も
の
で
、
現
地
調
査

の
上
、改
善
指
導
を
行
っ
た
。

牧野長尾線
長尾杉線
都
市
計
画
道
路
の

着
実
な
整
備
を

質
問

平
成
３０
年
度
に
整
備

事
業
を
行
っ
た
都
市
計
画
道

路
に
つ
い
て
、
今
後
、
整
備

を
行
う
上
で
の
課
題
を
聞
く
。

な
お
、
牧
野
長
尾
線
及
び

長
尾
杉
線
の
整
備
は
、
地
域

の
発
展
や
渋
滞
解
消
、
長
尾

駅
周
辺
の
交
通
環
境
の
改
善

に
つ
な
が
る
た
め
、
着
実
に

進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

今
後
の
課
題
は
、
主

に
財
源
確
保
と
地
域
住
民
の

理
解
を
得
る
こ
と
と
考
え
る
。

引
き
続
き
国
等
の
補
助
制
度

の
動
向
を
注
視
し
、
効
果
的

な
財
源
確
保
を
図
る
と
と
も

に
、
住
民
へ
の
わ
か
り
や
す

い
説
明
に
努
め
、
協
力
を
得

な
が
ら
計
画
的
に
整
備
す
る
。

近
隣
市
と
の
連
携
に
よ
り

救
急
医
療
体
制
の
充
実
を

質
問

本
市
が
負
担
金
を
支

出
す
る
北
河
内
二
次
救
急
医

療
協
議
会
と
高
度
救
命
救
急

医
療
協
議
会
の
体
制
を
聞
く
。

な
お
、
今
後
も
救
急
患
者

に
適
切
な
医
療
を
迅
速
に
提

供
す
る
た
め
、
近
隣
各
市
と

の
連
携
に
よ
る
持
続
的
な
医

療
体
制
の
充
実
を
要
望
す
る
。

答
弁

本
市
が
属
す
る
北
河

内
二
次
医
療
圏
で
は
、
７
市

で
協
議
会
を
設
置
し
、休
日
、

夜
間
等
の
救
急
診
療
開
設
日

数
に
応
じ
て
医
療
機
関
に
対

す
る
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
本
市
、
寝
屋
川
市
、

交
野
市
の
３
市
で
協
定
を
締

結
し
、
高
度
救
命
救
急
医
療

の
確
保
に
向
け
、
関
西
医
科

大
学
附
属
病
院
に
対
す
る
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

質
問

平
成
３０
年
度
は
、
バ

ス
通
学
を
す
る
杉
中
学
校
の

生
徒
１
４
０
人
近
く
を
対
象

＊
４

に
遠
距
離
通
学
生
徒
通
学
費

補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
が
、

対
象
外
の
氷
室
台
や
杉
責
谷

に
も
通
学
距
離
が
２
㌔
㍍
以

上
の
生
徒
が
い
る
。
こ
う
し

た
生
徒
の
通
学
路
は
安
全
上

問
題
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

現
状
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

な
お
、
子
ど
も
の
安
全
を

第
一
に
考
え
、
補
助
対
象
地

域
の
拡
大
を
要
望
す
る
。

答
弁

登
下
校
の
状
況
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
旧
国
道
３

０
７
号
は
大
型
車
の
往
来
が

激
し
く
、
歩
道
は
片
側
し
か

連
続
し
て
い
な
い
。
氷
室
台

西
公
園
横
の
あ
ぜ
道
は
人
通

り
や
街
灯
が
少
な
く
、
近
く

に
不
審
者
へ
の
注
意
喚
起
の

看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

子ども食堂

運
営
団
体
へ
の

補
助
金
増
額
を

質
問

子
ど
も
食
堂
の
運
営

団
体
に
補
助
金
を
交
付
し
て

い
る
が
、
平
成
２９
年
度
か
ら

団
体
数
が
横
ば
い
の
状
態
で

あ
る
。
子
ど
も
食
堂
の
開
設

に
向
け
、
市
は
ど
の
よ
う
な

働
き
か
け
を
し
て
い
る
の
か
。

な
お
、
現
在
２
つ
だ
け
の

補
助
区
分
を
細
分
化
し
つ
つ
、

補
助
金
の
増
額
を
要
望
す
る
。

答
弁

未
実
施
の
小
学
校
区

を
中
心
に
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
や
社
会
福
祉
事

業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
に
開

設
を
働
き
か
け
て
い
る
。
ま

た
、
試
行
段
階
の
団
体
に
対

し
、
助
言
や
地
域
と
の
調
整

等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

認 知 症
高 齢 者
地
域
で
支
え
る

仕
組
み
づ
く
り
を＊

５

質
問

平
成
３０
年
度
に
認
知

症
初
期
集
中
支
援
事
業
の
利

用
件
数
が
見
込
み
よ
り
少
な

か
っ
た
理
由
と
対
策
を
聞
く
。

な
お
、
身
近
な
地
域
で
認

知
症
高
齢
者
を
見
守
り
、
支

え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
よ
り

一
層
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

認
知
症
の
初
期
段
階

で
は
特
に
否
定
し
た
い
気
持

ち
が
強
く
働
き
、
本
人
が
支

援
を
拒
否
す
る
な
ど
、
早
期

の
相
談
に
至
り
に
く
い
側
面

が
あ
る
。
今
後
、
早
期
対
応

の
重
要
性
を
含
め
積
極
的
に

情
報
発
信
に
努
め
る
と
と
も

に
、
支
援
に
当
た
る
関
係
者

の
介
入
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ

る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
る
。

バスで通学する杉中学校の生徒
（国際ゴルフ場前バス停） 保健所で保護した猫

＊
１

財
政
調
整
基
金
…
年

度
に
よ
っ
て
生
じ
る
財
源
の

不
均
衡
を
調
整
す
る
た
め
の

基
金
の
こ
と
。
財
源
に
余
裕

の
あ
る
年
度
に
積
み
立
て
を

行
い
、
災
害
の
発
生
な
ど
不

測
の
事
態
に
よ
る
支
出
や
減

収
分
の
補
塡
、
緊
急
性
の
高

い
大
規
模
な
建
設
事
業
の
経

費
等
に
充
て
る
。

＊
２

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（Sustain

able
DevelopmentGoals

）

…
国
連
が
２
０
３
０
年
度
ま

で
に
達
成
す
る
こ
と
を
掲
げ

た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の

こ
と
。
「
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
」
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
貧
困
や
飢
餓
の
解
消
、

健
康
的
な
生
活
、
質
の
高
い

教
育
、
海
洋
資
源
の
保
全
な

ど
１７
の
目
標
を
定
め
て
い
る
。

国
も
国
内
実
施
・
国
際
協

力
の
両
面
に
お
い
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
推
進
す
る
と
し
て
お
り
、

地
方
創
生
分
野
に
お
け
る
モ

デ
ル
構
築
を
図
る
な
ど
、
自

治
体
で
の
取
り
組
み
も
進
め

ら
れ
て
い
る
。

＊
３

Ｐ
Ｃ
Ｂ
…
ポ
リ
塩
化

ビ
フ
ェ
ニ
ル
化
合
物
の
総
称
。

変
圧
器
や
コ
ン
デ
ン
サ
ー
等

の
絶
縁
油
な
ど
に
広
く
使
用

さ
れ
て
い
た
が
、
有
害
で
あ

る
こ
と
か
ら
昭
和
４７
年
に
製

造
が
中
止
さ
れ
た
。

ま
た
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
使
用
し

た
電
気
機
器
等
は
、
「
ポ
リ

塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の

適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」
に
よ
り
期

限
内
で
の
処
理
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
。

＊
４

遠
距
離
通
学
生
徒
通

学
費
補
助
金
…
杉
中
学
校
に

通
学
す
る
生
徒
の
う
ち
、
通

学
距
離
が
お
お
む
ね
２
㌔
㍍

以
上
で
、
か
つ
、
尊
延
寺
以

東
に
居
住
地
を
有
し
、
徒
歩

に
よ
る
通
学
に
安
全
上
支
障

が
あ
る
た
め
、
バ
ス
通
学
が

必
要
と
認
め
ら
れ
る
生
徒
の

保
護
者
に
対
し
て
交
付
す
る

補
助
金
の
こ
と
。
具
体
的
に

は
、
バ
ス
の
定
期
券
に
相
当

す
る
額
を
補
助
し
て
い
る
。

＊
５

認
知
症
初
期
集
中
支

援
事
業
…
医
療
と
介
護
の
専

門
職
で
構
成
す
る
認
知
症
�

区 分 歳 入 歳 出 翌 年 度
繰越財源

※１
実質収支

前 年 度
実質収支

※２
単年度収支

一 般 会 計 １３５,７１０,１１２１３３,４１８,２６５ ７２６,２９０ １,５６５,５５７ １,６７３,７４８ ▲１０８,１９１

特

別

会

計

国民健康保険 ４２,０５１,７６８ ４１,３１６,６６４ ０ ７３５,１０４ ５６１,６６２ １７３,４４２

土 地 取 得 ２９２,３９７ ２９２,３９７ ０ ０ ０ ０

自動車駐車場 １０４,４５２ ３３３,０８９ ０ ▲２２８,６３７ ▲２９４,５９２ ６５,９５５

財 産 区 １０２,０１２ １０２,０１２ ０ ０ ０ ０

介 護 保 険 ３１,３１９,１６０ ３０,８３９,９８３ ０ ４７９,１７７ ５５４,３６９ ▲７５,１９２

後期高齢者医療 ６,１９５,４５５ ５,８９６,９６５ ０ ２９８,４９０ ２７５,１６６ ２３,３２４

母子父子寡婦
福祉資金貸付金 ８８,９１３ ７４,１４１ ０ １４,７７２ ６３,４８８ ▲４８,７１６

区 分 収益的収入 収益的支出 ※３
純 利 益

※３
前年度純利益

企
業
会
計

水 道 事 業 ６,７１５,３９６ ５,３９３,９４２ １,３２１,４５４ １,４９３,２７６

病 院 事 業 ９,６９７,４８６ ９,７２７,６６７ ▲３０,１８１ ▲９６７,１８７

下水道事業 １２,５７２,１７２ １０,６２５,３８９ １,９４６,７８３ １,７８８,１０４
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